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姿勢周すの発達とリズム運動の習熟(29)

「にぎり」と「つまみ」、機能的肢位での神経支配。

前回は、「あんたがたどこさ」の

うち/♀ご・よこ/の歌唱に佳点を

あて、年長児における付点自分の調

節とまりっき回数の関係について

お話しました。この箇所は、段落感

足で歌うJ(雑話64)と言いますが、 は長榛側手根伸筋、後者の半囲内に

f手で聞く j とは、「まりの戻りを は尺側手繰伸筋が貢献しています。

聞く 」、そうした手を意味している

と考えられます。どのようにして可

能になるのか。今回は、手の神経支

交互開閉動作が自由になるという

ζと 両筋とも僚側神経支配(図B

中)で、この機能化には左右の交互

のある歌詞 ・/立ご ・主0/の続き 配に内在したその必然性について 開閉動作が重要です。スムーズなそ

で、/笠ご/の/0/が遅れ、短く お話したいと恩います。以下の問題 れには、屈曲時に伸筋による開輩 ・

なる傾向があります。ここで音価・ のまとめでもあります。 「雑巾がけ」 準備放電が観察されました(同6針。

付点B分を維持できる子どもは、ま や「なわとびJでの前腕長軸機能(同 「握り」に関係する尺骨神経と『開

りつきも上手で、60回以上つけるの 125.126)、「書字動作Jにみる機能 くJに関係する模骨神経.本動作の

でした。民族音楽で、 I手で聞き、 的肢位(同5旬、 「交E開閉Jでの 習熟過程は、両者における対立と同

A 人類だけがもっ親指を曲げる機能 (D-H諸筋1.伸筋準備 ーの形成過程でもあります。

史虫31tAh竺タシ 人煩
B、r(;::ぎり』 と 『つまみ』の神経支配.

尺骨神経の支配筋 (にぎり)

F探指屈筋の尺側2筋車(尺骨内面 前面 前腕骨問腹、探筋膜)

背側骨間筋・丹転/軍側骨問筋 肉転/尺側2個の虫篠筋

小指対立描/短小指屈筋/小指丹転描/短草筋

尺制手帳屈筋(上腕骨内側上頼・屈筋共同盟.肘頭・尺骨背側線)
A 母指内転筋(大聖形ー有頭骨 子3中手骨基底.3中手傷軍側面)

B 、短母指屈筋の探頭部(梱手根靭字書.大聖形骨)

慎骨神経の支配筋 (開く)

示指伸筋(尺骨撞面、骨間膜)/小指伸錨/総指{愉筋

短 長根側手根伸筋/尺側手担伸筋/回外筋/腕濃骨筋/肘筋

G 星受盈笠盤 (侠骨後面、骨間膜)

D 、畏母指伸筋 (尺骨後面中部113.骨間膜)
E畏母措外転筋(尺骨後面、脅間膜 幌管後面中部ν泊

正中神経の支配筋(つまみ)

F、探指屈筋由律側2錨車(尺骨内面前面前腕骨問腹、探筋膜}

中節骨軍面への浅指屈筋/模側2個の虫樟筋

方形回内筋/畏草筋/鹿骨手帳思筋/円囲内筋

母指封立錨(横手帳靭待大聖形骨)

B 短母指屈錨浅頭部 (横手銀靭帯、大聖形骨)

C 、短母指外転筋(横手銀靭帯、船状骨、大聖形骨)

H、塁塁盈星主主(模骨町軍側面、前腕骨間腹 尺骨鈎状突起内側録)

i主)、 D.H 図A対応.太字手関節以上.I昔弧内篇向起始部.

放電(同 6

3)、「チョ

キ動作」

チョキ動作ができるということ

チョキ動作はこの形成の産物です.

尺骨神経支配と横骨神経支配の統一

での手指 した姿態としてのものです。示指と

長軸機能 中摘の焼骨神経文配は手機中手関節

(同 124)。 における長軸機能の延長であり、小

長 軸機 指と環指の尺骨神経支配は横軸機能

能と機能 の延長です(図B上)0 チョキ動作

的肢位の は開き加減の自由ですが、握り加減

設定 雑 の自由でもあります@金槌使用時に

巾がけ動 発障される尺側鑑りがそれです。

作で問わ つまみ把握、 E中神経支毘におけ

れる前腕 る共同 尺骨神経支配での握りが上

長軸機能。 手になるほど、母指対向のつまみ動

書字動作 作も上手になります(図B下)。撲

で問われ側2指と親指との対向は、閉じ正中

る前腕半 神経の支配のもとでなされます。親

囲内での 指先端の単独屈曲は人類だけがもっ

機能的肢機能です(図A)。母指末節骨の長

位 。 これ 母指屈筋と母指基節骨の短母指伸筋

らは前腕 によりますが、起始部は接骨にあり

囲内での ます。鉛筆やスプーン、箸、 これら

最適緊張 の使刷は、母指先端をどのように対

が課題で、

前者の長

軸固定に

向させるかにかかっています。精鍛

さの実現には、受け手の親指の機能

が重要です。(北海道教育大学教授)


